
組
合
に
加
入
し
て
30
数

年
に
な
り
ま
す
が
、
い
よ

い
よ
定
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
組
合
に

加
入
し
た
当
時
は
組
合
員

数
が
今
よ
り
多
く
、
活
動

も
活
発
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
日
本
社
会
も
当

時
は
現
在
よ
り
ず
っ
と
ま

と
も
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
本
部
役
員
は
３
期
務

め
ま
し
た
。
役
員
期
間
中

に
国
立
大
の
教
員
の
任
期

に
関
す
る
法
案
に
反
対
す

る
た
め
、
国
会
に
行
き
衆

参
両
院
の
文
教
委
員
会
の

傍
聴
と
国
会
議
員
へ
の
要

請
活
動
を
行
っ
た
こ
と
な

ど
が
思
い
出
に
残
っ
て
い

ま
す
。

（
金
研
支
部
・

小
山
富
男
さ
ん
・
教
員
）

組
合
活
動
の
始
ま
り
は

青
年
部
で
し
た
。
現
在
の

よ
う
に
初
任
者
研
修
や
総

合
技
術
部
も
な
い
時
代
で
、

他
部
局
の
人
達
と
の
交
流

や
情
報
交
換
な
ど
の
横
の

つ
な
が
り
が
持
て
た
の
は

組
合
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。

当
時
、
交
流
の
あ
っ
た
方
々

と
再
び
総
合
技
術
部
と
い

う
場
で
一
緒
に
活
動
で
き

た
こ
と
は
嬉
し
く
も
あ
り
、

若
か
っ
た
時
代
を
知
っ
て

い
る
だ
け
に
、
本
音
で
の

議
論
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人

達
も
ぜ
ひ
横
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
て
、
将
来
の

糧
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
農
学
部
支
部
・
山
田

て
い
子
さ
ん
・
技
術
職
員
）

組
合
に
加
入
し
て
38
年

間
、
組
合
員
で
あ
り
続
け

た
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て

い
ま
す
。
よ
く
組
合
加
入

を
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
で
判
断
す
る
人
が
い
ま

す
が
労
働
者
と
い
う
弱
い

立
場
で
あ
る
以
上
、
何
を

守
り
手
に
働
い
て
い
く
の

だ
ろ
う
。
「
仲
間
の
団
結
」

は
お
金
に
は
換
え
ら
れ
な

い
か
け
が
え
の
な
い
宝
物

で
す
。
活
動
に
は
費
用
が

か
か
る
。
組
合
費
が
高
い

と
思
う
の
で
あ
れ
ば
誰
か

を
誘
っ
て
組
合
員
を
増
や

せ
ば
安
く
な
る
。
組
合
が

な
く
な
っ
た
ら
暗
黒
の
時

代
に
逆
戻
り
。
そ
の
恐
ろ

し
さ
を
想
像
で
き
る
人
が

ど
れ
く
ら
い
い
る
で
あ
ろ

う
か
。
今
は
ま
さ
に
大
学

の
危
機
、
一
人
ひ
と
り
の

小
さ
な
力
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。

（
病
院
支
部
・

北
村
裕
子
さ
ん
・
看
護
師
）

今
か
ら
30
～
40
年
前
の

二
十
代
、
青
春
時
代
を
謳

歌
し
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

ス
キ
ー
、
山
登
り
、
社
交

ダ
ン
ス
、
ギ
タ
ー
、
キ
ャ

ン
プ
等
は
組
合
活
動
の
中

で
経
験
で
き
ま
し
た
。
加

え
て
、
組
合
活
動
を
通
じ

て
出
会
っ
た
他
の
国
公
労

働
者
や
民
間
で
働
く
労
働

者
、
学
生
、
地
域
で
活
動

す
る
人
た
ち
と
の
交
流
は
、

私
の
人
生
に
い
い
影
響
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
闘
う
た
め
に
必
要
な

学
習
も
し
て
、
世
の
中
の

仕
組
み
を
知
り
、
闘
う
べ

き
本
当
の
敵
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
組

合
員
」
と
い
う
肩
書
は
、

職
場
で
の
理
不
尽
な
出
来

事
に
遠
慮
な
く
も
の
が
言

え
る
「
紋
所
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

は
小
さ
な
力
で
も
、
団
結

す
る
と
大
き
な
力
に
な
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

「
組
合
」
で
し
た
。

（
病
院
支
部
・
高
橋
京
さ

ん
・
事
務
職
員
）
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定
年
退
職
者
よ
り

憲法「改正」の「１０００名署名」や「語り部養成

講座」など、憲法を改正したがっている人たちの草の

根運動が広がっていると、職員組合の憲法学習会で聞

いた。本気で「改正」しようとしているとのこと。私

たちも３～４人規模でもいいので勉強会を数多く開き、

たくさんの人に憲法「改正」の危険性を知らせていか

ないと取り返しのつかないことになると話した講師の

表情に、危険性を知っているからこそだと聞いていて

空恐ろしく感じた。

組合の中で憲法９条をめぐっていろいろな意見があ

るのはわかるが、そんなことを言っている場合ではな

いのではないだろうか？これまで戦争でひとを殺さな

いできたのは９条があったからというのは誰しもが認

めるところである。しかし、政府が考えているのは、

戦争でひとを殺したり殺されたりすることができるよ

うにすることなのだ。若者の希望や夢を実現する手助

けをするこの大学で働く私たちの役割は、希望や夢を

奪うようなことには反対していかなければならないと

思う。いつも思い出すのは（思い出したくないが）蛙

は熱湯にいれると飛び跳ねて逃げるらしい。しかし、

蛙が入っている水に徐々に熱を加えるとゆであがって

しまうという。私たちは、そんな蛙になるのでなくい

うべき時に声をあげて行動することをしないと、本当

に取り返しのつかない状況になってしまう。（Ｍ・Ｔ）

日本国憲法が危ない・・

なんて場合じゃなさそうだ

１
／
10
新
春
囲
碁
大
会

１
／
16
新
春
交
流
会


